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※セッションタイトルはネタです。

「OSSツッコミ想定問答集」を発刊する計画は今のところありません。

「OSSに対する“ツッコミ”はどんなものがあるのか。それにどのように答えてい
けばいいか」という課題を仮説のもとに考察している最中です。

このセッションはプロトタイプ的な位置付けです。

もちろん、今回盛り上がれば今後のオープンソース推進に大いに活用した
いと思います。
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諸注意



今村 かずき
IPA デジタル基盤センター デジタルエンジニアリング部

ソフトウェアエンジニアリンググループ オープンソース推進担当

⬧ 2024年3月にIPAに入構

⬧ それ以前はWebエンジニア（2010年～）

⬧ 主なオープンソース貢献活動

• Django Girls Tutorialの日本語翻訳・
原文改善提案

• 「東京都 新型コロナウイルス感染症対策
サイト」covid19リポジトリのメンテナー

ベースは「コミュニティの人」です。
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このセッションのオーナー
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OSSリサーチチームの面々

陣内 一樹さん
(Code for Japan)

油谷 実紀さん
(TIS)

古川 泰人さん
(MIERUNE)

関 治之さん
(Code for Japan)



いま会場にいるみなさん自身の中に隠れている

「オープンソースに対するバイアス」を発見する
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今回のセッションでやりたいこと
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今回のセッションでやりたいこと



OSS界隈に蔓延している

「漠然とした不安」と「過度な期待」、

そして「どことなくシラケたムード」…
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オープンソース推進の課題
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「啓発期」に行くには

図表引用：
ガートナージャパン.ガートナー ハイプ・サイクル. 
https://www.gartner.co.jp/ja/research/methodologies
/gartner-hype-cycle, (参照 2024-10-16)

ガートナーのハイプ・サイクル
に似ている

私たちはどうすれば「啓発
期」に行けるのか？

たぶん多くの人がこのあたりにいる

「過度な期待」
のピーク期

幻滅期



“地均し”からの
土台作り
• 論点整理

• ファクト収集

• 分析
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私たちがいま取り組んでいること



⬧ きっかけがない

⬧ 自分でやれる自信がない

⬧ 上司が理解してくれない

⬧ 何かよくわからないけど、とにかく不安しかない…

⚫ なんとなく不安に思っていることを明らかにして解消したい

⚫ なかなか動けないでいるところを動けるきっかけを作ってあげたい

⚫上司や経営層を説得する材料を提供したい

先人たちの知恵を結集しよう！
→ ツッコミ想定問答（よくある疑問・質問とその回答）へ 11

土台作りの障壁となっているのは何か



「でもさぁ、OSSって〇〇〇ですよね～～」

この〇〇〇は何？
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想定されるシチュエーションを教えてください



⬧ ソースコードの公開（透明性 vs. セキュリティ）

⬧ コストの捉え方（初期コスト vs. 長期的な投資）

⬧開発速度（即時の成果 vs. 持続的な開発）
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想定される問答のテーマ
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週明けからできる△△△とは？

「じゃ、 △△△をやってみよっかな！」

この△△△は何？
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日本版の“オープンソース戦略”はどんなことが可能だろうか？

国内スタートアップの支援？

イノベーションの促進？

国産技術開発の強化？

公的なデジタルサービスの拡充？

国際協力とデジタル外交の推進？

人材育成？

画像："Road Highway" by Daria Nepriakhina is marked with CC0 1.0. To view the 
terms, visit https://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/?ref=openverse.



Thank you for 

your participation!
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